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最後のアメリカの夢
カッコイイ、終ワリカタ・・·

時は現代、アメリカ・カリフォルニアの夢の国。
A·Kという男が夢の象徴であるねずみのぬいぐるみを撃ち殺し、
自殺する。彼の行動は全世界に報道される。
彼の部屋と共に。
真っ青に塗られた壁。
ねずみのぬいぐるみをモチーフにした、おびただしい量の画。
その上にそれを埋め尽くすほどの彼の思想がのっていた。
遺書のように…

その中の言葉 「LAST AMERICAN DREAM 」
アメリカに夢など存在しない。
A·Kは命を懸けてそれを証明した。
彼は、 「表現」するために「自殺」したのだ。
メディアはそう報道した。
本来かなり危険なこの事件は、あっという間に全世界に拡がる。
A·Kの行動にインスピレーションを受け。アーティスト達がつぎつぎに
作品を発表する。
そんな中、ついに一人のミュージシャンが彼と同じ行動を起こす。
ライプ中に、ガソリンをかぶり、火をつけ息絶えるまで歌い続けた。
そのミュージシャンの行動もまた「表現」だった。 A·Kと同じような。
A·Kはカリスマになる。
自殺は「表現自殺」と名を変えていく。
「表現自殺」はムープメントに発展し、波紋は拡がる。
アメリカで5000人ぐらいの人がそうした頃
アメリカで流行ったその動きは、そのまま日本に入ってくる。

TVが言った。 「死は凡人をヒーローにする力を持っているんです。」

「目立っためだろ。」誰かが言った。
「わかんないよ、教えてよ。」 S.O.S
「Die to say．つまり、言うために死ねってこと。」ヘンテコな俗語。
「本質的に見るとこれは一種の表現なのです。」次々に浮かぶ解釈。
「生きてるものの言葉など誰の耳にも届かない。」ニュースキャスターは代弁する。
「バカばっかりよ、みんな死ねばいいのよ。」価値観の崩壊。
「やるって、自殺を？」 「今時他に何やるのさ。」偶然は進化する。

「死なねーよ。」

たまたま自殺が流行ったから、そしてソコにいたから、

4人は、それぞれ「死」を見つめ、必然的に自分を見つめていく。

そして、走り出す。答えを探しに。
これが自分だ、と呼べるものを探しに。
辿り着くところはアメリカのはずだった。
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9月 5 日（土） ～11 日（金） 会場第七藝術劇場

(PM8:15~9: 55) A.P.E主催上映会
入場券 1000 円（当日 1200円の処）問い合わせ080-531-1972 （安藤）

阪急十三駅西口｀
栄町商店街徒歩2分左側
サンヤ ドシティ6F
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